
　読み聞かせボランティア衡田さんのお話に、真剣な

まなざしで聞き入る高清水放課後児童クラブのみなさ

ん。その後、こどもの日にちなみ元気で過ごせるよう

にと、『ながかぶと』の折り紙も教えて頂きました。
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主な内容

● 会長就任のごあいさつ
● 役員紹介
● 評議員紹介
● 平成27年度事業計画
● 平成27年度予算
● ふれあい ささえ合い 笑顔がいっぱいの地域活動
● 事業所からこんにちは
● 児童クラブ紹介
● 生活相談所日程
● ぼらぼら通信
● 市民の声
● ご寄附の紹介
● 平成27年度職員人事紹介
● 安全生活支援事業募集
● ～みんなで～ふれあいのつどい
● 福祉のひろば
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この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております
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風
薫
る
新
緑
の
季
節
を
迎
え
、

皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
を
迎

え
退
任
さ
れ
た
熊
谷
秀
雄
会
長

の
後
任
と
し
て
、
去
る
四
月
二

十
二
日
開
催
の
理
事
会
に
お
き

ま
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
栗
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た

め
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
・
高
齢
社
会
が

進
展
す
る
中
で
、
家
族
機
能
の

低
下
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
地
域
社
会
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
に

対
応
す
る
べ
く
地
域
ニ
ー
ズ
を

発
見
し
、
相
談
や
支
援
に
繋
ぐ

取
り
組
み
を
地
域
住
民
や
関
係

者
の
協
働
の
も
と
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

合
併
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で『
共
に
支
え
、共
に
助

け
合
い
、共
に
生
き
る
』地
域
の

創
造
を
基
本
理
念
に
、
「
誰
も

が
安
心
し
て
、
し
あ
わ
せ
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
地
域
福
祉
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
期
待
さ
れ
る
社
協
を
目
指
し
、

更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
構
築
。

　
共
に
支
え
あ
い
高
齢
者
に
優
し

い
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

　
社
協
活
動
の
新
た
な
時
代
に
向

け
更
な
る
前
進
に
努
め
ま
す
。

　
健
康
長
寿
は
栗
原
の
宝
で
す
。

今
日
を
楽
し
く
明
日
を
信
じ
て
。

　
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た

め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
貢
献
、
健
康
第
一
、
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
利

用
し
て
よ
か
っ
た
と
地
域
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
社
協
に
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
力
し
ま

す
。

　
目
配
り
、
気
配
り
で
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
社
会
的
弱
者
に
気
を
配
り
、
地

域
福
祉
活
動
推
進
に
尽
力
。

任
期
二
年

　平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
二
日
か
ら

　平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
ま
で

■
執
行
機
関

理

　事

　十
五
名

再　理　事

髙橋　義昭
（一迫支部社協）

再　理　事

宮内　光明
（瀬峰支部社協）

新　副会長

千田　邦雄
（金成支部社協）

再　理　事

芳賀　康雄
（栗駒支部社協）

新　常務理事

白鳥　貞男
（知識経験者）

新　副会長

佐藤　一男
（鶯沢支部社協）

再　理　事

蓬田　親彦
（市民生委員児童委員協議会）

新　副会長

加藤　勝利
（若柳支部社協）

新　会　長

小林　吉雄
（知識経験者）

再　理　事

伊藤　　久
（築館支部社協）

役

　員

　紹

　介 

　
　
　
　

(

敬
称
略)

社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

　長

　小

　林

　吉

　雄

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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皆
さ
ん
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

　
あ
り
が
と
う
、
心
ひ
と
つ
に

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
を
！！

　
住
み
慣
れ
た
地
域
を
互
助
共
助

の
精
神
で
希
望
の
持
て
る
地
に
。

　
人
の　〝絆〟　を
大
切
に
し
た
地
域

福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
振
返
る
勇
気
と
地
域
の
課
題
を

共
有
し
て
着
実
な
地
域
福
祉
を
。

　
事
業
運
営
の
健
全
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
担
っ
て
参
り
ま
す
。

　
共
助
の
精
神
に
よ
る
地
域
福
祉

の
増
進
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

新
　
小
野
寺
良
一

　(

築
　
館)

再
　
尾
形

　
　
敏

　(

築
　
館)

再
　
佐
藤

　
輝
也

　(

築
　
館)

再
　
近
藤

　
宗
志

　(

若
　
柳)

新
　
阿
部

　
一
夫

　(

若
　
柳)

新
　
三
浦

　
照
男

　(

若
　
柳)

再
　
蜂
谷

　
恒
喜

　(

栗
　
駒)

再
　
佐
々
木
純
一

　(

栗
　
駒)

再
　
金
澤

　
大
樹

　(

栗
　
駒)

再
　
片
倉

　
義
明

　(

高
清
水)

再
　
真
山
　
信
治
　(

高
清
水)

再
　
佐
藤
三
千
男
　(

一
　
迫)

再
　
遊
佐
　
寿
徳
　(

一
　
迫)

再
　
大
黒
　
昭
夫
　(

瀬
　
峰)

再
　
髙
橋
　
文
子
　(

瀬
　
峰)

再
　
千
葉
　
隆
夫
　(

鶯
　
沢)

再
　
小
野
　
儀
一
　(

鶯
　
沢)

再
　
後
藤
　
勝
正
　(

金
　
成)

再
　
渡
辺
　
和
子
　(

金
　
成)

再
　
後
藤
　
巻
子
　(

志
波
姫)

再
　
飯
田
　
紀
一
　(

志
波
姫)

再
　
菅
原
　
義
一
　(

花
　
山)

再
　
伊
藤
　
廣
司
　(

花
　
山)

再
　
春
成

　
節
子

　　(

栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長)

新
　
及
川

　
敏
子

　　(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表)

再
　
髙
橋

　
義
雄

　　(

宮
城
県
栗
原
市
遺
族
会
会
長)

新
　
沼
倉

　
　
登

　　(

栗
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会)

再
　
大
関

　
耕
作

　　(

栗
原
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
会
長)

再
　
佐
藤

　
善
司

　　(

主
任
児
童
委
員
部
会
長)

新
　
栗
原

　
　
徹

　　(

栗
原
市
立
若
柳
小
学
校
校
長)

新
　
渋
谷
千
王
子

　　(

栗
原
市
連
合
婦
人
会
副
会
長)

新
　
阿
部
　
知
子

　　(

若
柳
一
歩
一
歩
の
会)

再
　
二
階
堂
憲
夫

　　(

社
会
福
祉
法
人
宮
城
福
祉

会
山
王
施
設
長)

再
　
三
浦
　
徳
義

　　(

知
識
経
験
者
　
志
波
姫)

再
　
佐
藤
　
秀
行

　　(

知
識
経
験
者
　
若
柳)

(

※
再
は
再
任
、
新
は
新
任
で
す)

《
会

　長
》

熊
　
谷
　
秀
　
雄 

様 (
若

　柳)

《
副
会
長
》

髙
　
橋
　
壽
　
一 

様 (

鶯

　沢)

《
監

　事
》

佐
　
藤
　
公
　
一 

様 (

一

　迫)

《
評
議
員
》

佐
々
木
　
清
一
郎 

様 (

築

　館)

伊
　
藤
　
憲
　
子 

様 (

若

　柳)

大
　
場
　
　
　
勝 

様 (

若

　柳)

菅
　
原
　
隆
　
志 

様 (

金

　成)

菅
　
原

　
　
　
佑 

様 

(

老
人
ク
ラ
ブ)

千
　
葉

　
文

　
彦 

様

 (

小
学
校
校
長
会)

鈴
　
木

　
民

　
子 

様

 (

連
合
婦
人
会)

菅
　
原

　
勢
津
子 

様

 (

障
害
者
親
の
会)

　
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対

し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
退
任
さ
れ
た
役
員

評
議
員
の
紹
介

任
期
二
年

　平
成
二
十
七
年
四
月
十
四
日
か
ら

　平
成
二
十
九
年
四
月
十
三
日
ま
で

■
議
決
機
関

評
議
員

　三
十
五
名

監

　事

　三
名

■
監
査
機
関

再　理　事

大場　徳幸
（花山支部社協）

新　監　事

二階堂　亮
（知識経験者）

再　理　事

熊谷正一郎
（高清水支部社協）

再　監　事

氏家　徳男
（知識経験者）

再　理　事

佐藤　　彰
（市ボランティア連絡協議会）

再　監　事

千葉　幸雄
（知識経験者）

再　理　事

石川　安廣
（志波姫支部社協）

再　理　事

佐々木まちよ
（市民生活部）

評 

議 

員 

紹 

介 

　
　
　
　

(

敬
称
略)
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１）社協だより、支所だより発行
２）ボランティアセンターだより発行
３）ホームページの開設
４）広報編集委員会の開催

■ 啓発事業

１）福祉教育学習推進事業
２）キャップハンディ体験学習事業
３）福祉活動に関する作品募集

■ 青少年、こども育成事業

１）ボランティアセンター運営の充実・強化
２）災害ボランティアセンター設置運営訓練
３）災害ボランティアセンター研修会
４）技術養成ボランティアスクール
５）寝雪バスターズ事業
６）ボランティア保険のＰＲ・加入促進

■ ボランティア支援、育成推進事業

１）理事会・監査会・評議員会の開催
２）合併１０周年記念事業と併せた「第３回栗原

市社会福祉大会」の開催
３）役職員研修会の開催
４）各種委員会の開催
５）一般会員及び賛助・特別会員の加入促進
６）共同募金等の自主財源の増大等、安定した財

政基盤の確立
７）財務管理及び基金の造成
８）職員採用並びに人事管理
９）所轄庁への法務に関する業務
10）築館社会福祉センターの経営
11）指定管理事業
12）災害見舞金の交付

■ 法人運営事業

１）支部活動の充実と支援
２）支部委員全体研修会の開催
３）地区社会福祉協議会組織活動の充実と支援
４）地域活動もりもりパックモデル事業（地区社

協組織化の推進）
５）地区推進委員研修会の開催
６）しあわせな地域づくり事業
７）地域歳末支援事業
８）防災まっぷ作成事業
９）防災まっぷアドバイザー養成研修会
10）防災減災運動会
11）ボランティアとこどもの祭典
12）生活支援に関するニーズ調査

■ 地域福祉推進事業

　栗原市社会福祉協議会は、
平成27年４月１日に合併10周
年を迎えます。

　平成17年４月の合併以来、栗原の地域の実情を
踏まえ、「栗原市地域福祉活動計画」を策定し、『共
に支え、共に助け合い、共に生きる』地域の創造
を基本理念に、「誰もが安心して、しあわせに暮ら
すことのできる地域づくり」をめざし地域福祉推
進に取り組んでまいりました。
　しかしながら、人口の減少、少子高齢化が加速
し、認知症高齢者や一人暮らし高齢者世帯の拡大、
加えて人と人とのつながりの希薄化、相互扶助機
能の低下等から社会的孤立、経済的困窮等、生活
課題はますます多様化、深刻化しています。こう
したニーズへの対応にあたっては、公的サービ
ス・支援だけでなく助け合いの理念に基づく住民

の活動を通して互いに支え合う地域づくりが不可
欠で、社協への期待は大なるものがあります。
　さらに、平成27年度は、介護保険制度の改正や
生活困窮者自立支援法の施行、社会福祉法人の見
直しなど、社協を取り巻く環境は大きく変化して
いきます。
　新たな時代に向かって、合併10周年の節目の年
として、市民が抱える福祉課題や生活課題を明確
にし、課題解決に向けた仕組みづくり、きめ細や
かな地域福祉活動の展開を地域住民の参画を得な
がら取り組んでいく必要があります。
　よって今年度は、これまで取り組んできた方針、
重点目標を継続しながら、福祉ニーズの把握に努
め、そのニーズに立脚した事業の在り方を検討し、
更なる組織・運営・財政の確立、体制整備を図っ
てまいります。

事業項目

１.中長期的経営基盤の確立〔10年 20年後を見据えて〕

２.組織の充実と強化〔人材の確保と育成〕

３.地域福祉の更なる推進〔地域づくりの指導、支援の強化、若年層の参加の促進〕

４.生活支援の活動強化〔在宅要支援者・課題への取組み〕

５.ボランティア・団体の育成と支援〔ボランティア 力 の更なる高揚〕

重点項目

基本方針

栗原市社会福祉協議会事業計画
平成 27年度

「共に支え、共に助け合い、共に生きる」地域の創造

■ 栗原市社協だより　第60号
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平成２７年度 予  算 平成27年度の事業計画と予算については理事会（Ｈ27.3.16開催）
及び評議員会（Ｈ27.3.26開催）において議決されました。

科　　　　　目 予 算 額

会 費 収 入 26,000
寄 附 金 収 入 2,000
経 常 経 費 補 助 金 収 入 93,055
受 託 金 収 入 224,585
貸 付 事 業 収 入 2,852
事 業 収 入 21,513
介 護 保 険 事 業 収 入 551,207
障害福祉サービス等事業収入 64,179
受 取 利 息 配 分 金 収 入 440
そ の 他 の 収 入 388
　 合 　 計 　 986,219

科　　　　　目 予 算 額

人 件 費 支 出 707,158
事 業 費 支 出 235,560
事 務 費 支 出 25,037
貸 付 事 業 支 出 2,852
共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 9,291
負 担 金 支 出 1,375
基 金 積 立 資 産 支 出 100
その他の活動による支出 2,846
予 備 費 支 出 2,000
　 合 　 計 　 986,219

■収入の部 （単位：千円）

■支出の部 （単位：千円）

１）みんなでふれあいのつどい
２）みんな集おうダンス交流会
３）朗読テープ貸出事業
４）一人暮らし高齢者のつどい
５）高齢者配食型・会食型食事サービス事業

■ 高齢者、障がい者支援事業

１）栗原市共同募金委員会
２）保健医療、教育その他の社会福祉と関連する

事業との連絡
３）その他市民の福祉増進に必要な事業
４）福祉団体の事務委託（市老人クラブクラブ連

合会、市身体障害者福祉協会、市遺族会、市
里親会、市ボランティア連絡協議会)

■ 共同募金関連事業・その他の事業

・築館・志波姫地域包括支援センターの運営
１）介護予防ケアマネジメント
２）総合相談・支援
３）虐待防止・権利擁護
４）包括的・継続的ケアマネジメント支援
・軽度生活援助員派遣事業
１）市内７地区
・高齢者生きがい活動支援通所事業
１）市全域10地区
・放課後児童クラブ
１）市内14ヶ所

■ 市委託事業

１）居宅介護事業
　①栗原市社協居宅介護事業所
２）生活介護事業
　①生活介護事業所　はげましホーム
　②生活介護事業所はげましホームの改築計画
３）共同生活援助事業
　①共同生活援助事業所　ふきのとう

■ 障害福祉サービス事業

１）訪問介護事業
　①栗原市社協訪問介護事業所
２）通所介護事業
　①築館デイサービス「ふれあい」
　②若柳デイサービス「ひだまりの家」
　③高清水デイサービスセンター
　④一迫デイサービスセンター
　⑤瀬峰デイサービスセンター
　⑥鶯沢デイサービスセンター
　⑦金成デイサービスセンター
　⑧花山デイサービスセンター（湖畔の里）
３）居宅介護支援事業
　①築館居宅介護支援事業所
　②一迫居宅介護支援事業所
４）介護者支援・地域支援事業
　①介護者癒しのつどい
　②介護保険事業等職員出前講座派遣事業

■ 介護保険事業

１）生活福祉資金貸付事務（県社協委託事業）
２）生活安定資金貸付
３）生活安定資金貸付運営委員会
４）交通遺児基金貸付
５）生活相談所の開設
６）生活相談所相談員全体研修会
７）宮城県高齢者総合相談センター
８）福祉住宅貸与（若柳地区１棟）
９）｢つながりの館　ひるこの里」施設利用事業
　　（栗駒地区）
10）福祉用具貸与事業（車イス）
11）福祉移送支援サービス事業
12）福祉送迎サービスモデル事業（花山地区・鶯

沢地区）
13）栗原地域福祉サポートセンター（まもりーぶ

栗原）（県社協委託事業）

■ 相談・支援事業

サービス区分 支出予算額

法 人 運 営 事 業 161,059

企画調査広報助成事業 6,727

地域福祉活動推進事業 22,499

児 童 福 祉 事 業 2,225

老 人 福 祉 事 業 1,224

障 害 福 祉 事 業 806

ボランティア活動事業 1,489

共 同 募 金 事 業 9,291

高齢者福祉センター
管 理 事 業 23,373

老人憩いの家管理事業 1,704

軽 度 生 活 援 助 員
派 遣 事 業 6,680

高齢者生きがい活動
支 援 通 所 事 業 32,794

放課後児童健全育成事業 139,092

生活福祉資金貸付事業 2,878

地 域 福 祉 サ ー ビ ス
利 用 援 助 事 業 12,146

サービス区分 支出予算額
地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー 事 業 35,872

生 活 相 談 事 業 1,055

社会福祉センター事業 2,187

福 祉 住 宅 貸 与 事 業 240

生活安定資金貸付事業 2,752

交通遺児基金貸付事業 100

基 金 運 営 事 業 100

訪 問 介 護 事 業 93,322

デ イ サ ー ビ ス 事 業 319,488

居 宅 介 護 支 援 事 業 61,539

居 宅 介 護 事 業 7,542

生 活 介 護 事 業 30,824

共 同 生 活 援 助 事 業 7,211

合　　　　計 986,219

（単位：千円）■支出内訳
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３
月
４
日（
水
）、
嶋
躰
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
健

康
寿
命
（
自
立
し
て
生
活
で

き
る
期
間
）
を
実
現
す
る
目

的
で「
ひ
な
ま
つ
り
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
25
名

の
参
加
で
、
髙
橋
千
賀
子
さ

ん
の
紙
芝
居
を
聞
き
、
口
腔

ケ
ア
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
地
区
の
方

の
指
導
に
よ
り
「
ロ
コ
モ
体

操
」
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
、

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
の
り
巻
き
、

い
な
り
寿
司
で
お
祝
い
し
、

賑
や
か
な
「
ひ
な
ま
つ
り

会
」と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
皆
さ
ん
か
ら
希

望
を
聞
き
な
が
ら
計
画
を
立

て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
迫

　
嶋し

ま

躰た
い

地
区
社
協(

会
長 

狩
野 

忠
一)

瀬
峰

　下し
も

富と
み

地
区
社
協(

会
長 

大
黒 

昭
夫)

「
ひ
な
ま
つ
り
会
」

　
月
に
１
度
、
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
で「
下
富
い
き
い

き
サ
ー
ク
ル
」
と
い
う
介

護
予
防
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
３
月
17
日（
火
）

は
、
高
清
水
の
お
話
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
夕
鶴
」さ
ん
の

昔
語
り
を
み
ん
な
で
聴
き

ま
し
た
。

 

そ
の
後
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
大
き
な
声
を
出
し

た
り
、
体
操
を
し
た
り
と

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
仲
良
く
元
気
に

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「リーチ！ビンゴまでもう少し ! ! 」

良き昭和を思い出すようでした♪ 素敵な紙芝居に聞き入っていました♪

「むかしを思い出すね～。」

「
い
き
い
き
サ
ー
ク
ル
」
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金
成

　藤ふ

じ

渡わ

た

戸ど

地
区
社
協（
会
長 

阿
部 

昌
彦)

志
波
姫

　城
じ
ょ
う

内な
い

地
区
社
協

　
(

会
長 

菅
原 

敏
一)

「
ほ
っ
と

　た
い
む
」

「
お
茶
っ
こ
会
」

　
２
月
21
日（
土
）、
藤
渡
戸
集
会
所
に
お
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
頂
こ

う
と
、「
ほ
っ
と
　
た
い
む
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
米
っ
こ
パ
ン
工
房
お
ふ
く
ろ
さ
ん
代
表
の
佐
藤 

博
泰 

氏

の
お
話
を
聞
き
、
工
房
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
指
導
の
も
と
、
米
粉

う
ど
ん
と
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
家
庭
で
は
作
る
事

が
無
い
米
粉
う
ど
ん
、
米
粉
ピ
ザ
の
美
味
し
さ
に
感
激
し
な

が
ら
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
藤 

阿
野
子（
ふ
じ
あ
や
こ
）さ
ん
か
ら
軽
体
操
や

脳
ト
レ
、
介
護
予
防
の
お
話
を
し
て
頂
き
、
作
る
、
食
べ
る
、

考
え
る
を
実
践
出
来
た
一
日
で
し
た
。

　
今
後
も
様
々
な
行
事
を
企
画
し
て
、
世
代
に
関
係
な
く
交

流
の
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
の
お
茶
っ
こ
会
は
城
内
地
区
Ｊ

Ａ
栗
っ
こ
女
性
部
と
共
催
で
事
業
を
行

い
、
受
付
時
に
女
性
部
が
作
っ
た
折
鶴
、

福
鶴
に
チ
ョ
コ
と
あ
め
玉
を
入
れ
た
も

の
２
種
類
を
次
第
と
一
緒
に
手
渡
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
お
じ
い
さ
ん
が「
紙
け
ら
い
ん
」と
言
っ
て
、

違
う
形
の
折
鶴
を
折
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
区
会
長
と
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
志
波
姫
店
支
店
長
の
挨
拶
で
開

会
。
ド
リ
ー
ム
マ
ジ
ッ
ク
の
公
演
で
は
、
最
初
に
お
弟
子
さ

ん
の
紐
マ
ジ
ッ
ク
で
始
ま
り
、
次
に
代
表
の
素
敵
な
衣
装
で

の
マ
ジ
ッ
ク
に
、
大
き
な
拍
手
と
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。
ま

た
、
皆
が
出
来
る
マ
ジ
ッ
ク
も
教
え
て
頂
き
、
感
動
し
、
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
昼
食
を
頂
き
な
が
ら
交
流
も
で
き
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「代表のマジックに拍手喝采！」

「さあ、どうなるんでしょう？
　ワン・ツー・スリー！！」 ＪＡ栗っこ女性部の皆

さんが折った“福鶴”

米粉うどん作りの様子

介護予防のお話の様子
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　当事業所は、介護保険サービスの他に、障
害をもつ方への居宅介護サービス（ホームヘ
ルプ）も行っています。その中の一例をご紹
介します。
　将来一人暮らしになっても自立した生活が
送れるよう料理を覚えたいという利用者様に
対し、買い物と調理の支援を行っています。
　まずは献立を決め、利用者様と一緒に店に
行き、食材の選び方や設定金額内での買い物
が出来るように支援し
ます。その後自宅に帰
り、材料の切り方、調
理方法を一緒に作りな
がら教えます。
　同じ献立を繰り返し作ることによって、一
人でも出来るようになりました。また、毎回
出来上がった料理の写真を撮り、レシピと一
緒に記録することでオリジナルのレシピ本を
作成しています。利用者様もレパートリーが
増えると作る意欲が湧いてくるようです。
　築館・志波姫・一迫・栗駒の 4事業所が合
併し、栗原市社協訪問介護事業所として 5年
目に入りました。
　これからもヘルパースマイルで利用者様の
自立と日々の生活をお手伝いしていきます。

　はげましホームは、築館高田にあり、現
在市内８地区から２３名（定員２４名）、１９
歳から６３歳までの利用者様が月曜日から
金曜日まで（平日の祝日利用可）御利用いた
だいています。
　体力づくりのため、毎朝、健康体操やウ
ォーキングを楽しみながら行っています。
　また、軽作業等の生産活動を行い、工賃
を受けとることで、少しでも「就労」に向け
た取り組みも行っています。
　月２回の健康相談では利用者様の健康管
理を行い、お楽しみ昼食会、月末の誕生会、
定期的に開催する親子合同行事など季節に
合わせた行事も行っています。
　外出行事では、宮城県共同募金会より招
待された楽天の野球観戦や「七ツ森希望の
家」に１泊２日の宿泊訓練を行っています。
　行事には利用者様だけでなくご家族の方
にも参加していただくことで、コミュニケ
ーションの場にもなっています。
　いつでも見学や体験利用が出来ますので、
お気軽に当ホームまでご相談下さい。お待
ちしています。

生活介護事業所はげましホーム
（障害福祉サービス）

　２２－８１１１

栗原市社協訪問介護事業所
（介護保険サービス）

栗原市社協居宅介護事業所
（障害福祉サービス）

２１－２１４６

介 護 保 険 等 事 業 所 名 電話番号 介 護 保 険 等 事 業 所 名 電話番号

築館居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21-0225 栗原市一迫デイサービスセンター 52-4433

一迫居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 52-4433 栗原市瀬峰デイサービスセンター 59-2322

栗原市社協訪問介護事業所
21-2146

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55-2874

栗原市社協居宅介護事業所 栗原市金成デイサービスセンター 42-1154

築館デイサービス「ふれあい」 23-8070 栗原市花山デイサービスセンター（湖畔の里） 56-2028

若柳デイサービス「ひだまりの家」 32-3032 生活介護事業所　はげましホーム 22-8111

栗原市高清水デイサービスセンター 58-3637 共同生活援助事業所　ふきのとう 22-0745

ギターコンサートでうっとり
「ハンバーグ・カレー 美味しく出来ました」

ナイター観戦　さあ風船飛ば
すぞ!!　頑張れ楽天 !!
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『おばあちゃんたちと交流』
　新入生が入って、とても賑やかに
なりました。この日は老人福祉セン
ターを一緒に利用していた「生きがい
活動」のおばあちゃんたちとの交流会
です。みんなでわいわいとお手玉投げ
ゲームをしました。

　市民の皆様が抱えている生活上の困りごと、心配
ごとに対応するため、栗原市社協では生活相談所を
開設しています。相談は無料、秘密厳守となってお
りますので、ぜひご利用ください。

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
７/８(火)　７/22(火)      

８/５(火)　８/19(火)
９:30～11:30

築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
７/８(火)　７/22(火)      

８/５(火)　８/19(火)
９:30～11:30

若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
７/10(木)　７/24(木)

８/７(木)　８/21(木)
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
７/７(月)           　  
８/４(月)　８/18(月)

９:30～11:30
高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
７/11(金)　７/25(金)

８/８(金)　８/22(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
７/10(木)　７/24(木)

８/７(木)　８/21(木)
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
７/９(水)　７/23(水)

８/６(水)　８/20(水)
９:30～11:30

鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
７/11(金)　７/25(金)

８/８(金)　８/22(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
７/９(水)　７/23(水)

８/６(水)　８/20(水)
９:30～11:30

志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
７/７(月)           　  
８/４(月)　８/18(月)

９:30～11:30
花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

　栗原市社協では生活相談所を開設し生活上の困り
ごと、心配ごとの相談を受け付けております。相談
は無料、秘密厳守されますので、お気軽にご相談下
さい。

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
５/19(火)　　　　　
６/９(火)　６/23(火)

９:30～11:30
築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
５/19(火)　　　　　
６/９(火)　６/23(火)

９:30～11:30
若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
５/７(木)　５/21(木)

６/11(木)　６/25(木)
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
５/18(月)　　　　　
６/８(月)　６/22(月)

９:30～11:30
高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
５/８(金)　５/22(金)

６/12(金)　６/26(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
５/７(木)　５/21(木)

６/11(木)　６/25(木)
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
５/20(水)　　　　　
６/10(水)　６/24(水)

９:30～11:30
鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
５/８(金)　５/22(金)

６/12(金)　６/26(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
５/20(水)　　　　　
６/10(水)　６/24(水)

９:30～11:30
志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
５/18(月)　　　　　
６/８(月)　６/22(月)

９:30～11:30
花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

『ひな祭りお茶会』
　２月２３日（月）、民生委員さん１２
名のご協力をいただき、「ひな祭りお
茶会」を開催しました。赤い毛せんの
上で野点の雰囲気を味わいながら、お
いしいお抹茶とお菓子をいただき、楽
しいひと時を過ごすことが出来ました。

「ちょっぴり緊張した１年生」

「お抹茶の味はどうかな？」

築
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

鶯
沢
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
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栗原市ボランティアセンター登録団体 ・ 個人活動報告
平成 26 年度　活動件数７０件

ボランティア保険お知らせ

　栗原市ボランティアセンターでは９０を超える個人・団体の皆さんに登録を頂いており、各

地区のお茶っこ会をはじめとする様々な行事等にご紹介をしています。地区のお茶っこ会・

施設の行事等で場を盛り上げてくださるボランティアさんをお探しの方は、ボランティアセン

ターへご連絡ください。また、ボランティアさんのご登録も随時受け付けております。

　新規加入される方、また平成２６年度に加入された方は、４月より年度が変わりましたので更新

手続きが必要となります。詳しくは栗原市社会福祉協議会地域福祉課または各支所へお問合わせ

ください。

　
私
が
勤
め
る
会
社
で
は
、
「
私
た
ち
は
、

イ
オ
ン
の
理
念
を
共
有
す
る
人
た
ち
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
」
と
、
お
客
様
へ
の
誓
い
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
店
は
、
毎
月
11
日
を
ク
リ
ー

ン
＆
グ
リ
ー
ン
活
動
と
し
て
店
舗
の
外
周

も
含
め
た
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
皆
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
同
じ
日
の
11
日
に

は
、
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
、
お
客
さ
ま
が
当
日
の
黄
色

の
レ
シ
ー
ト
を
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
さ

れ
る
と
、
お
買
い
上
げ
レ
シ
ー
ト
の
売
り

上
げ
の
１
％
分
を
当
社
が
地
域
で
一
生
懸

命
活
動
さ
れ
て
い
る
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
様
に
寄
付
す
る
活
動
を
事
業
の
一
環
と

し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
伊
豆
沼
・
内

沼
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
使
用
す
る

ゴ
ミ
袋
の
購
入
資
金
に
充
当
し
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
植
栽
・
除

草
、
寝
雪
バ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
の
栗
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
や
伊
豆
沼
内
沼
の

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
び
に
思
う
の
は
、
こ
ん

な
に
大
勢
の
地
域
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
事

は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
多
く
の
仲
間
を
誘
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボランティア活動を積極的に支援します!!

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

栗
原
志
波
姫
店　店

長 

岩
本

　紀
雄

つくし会（一迫） ひまわり植栽栗原中央病院ボランティア（瀬峰）
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■ 栗原市社協だより　第60号

栗原市立富野小学校　様（築館） 1,876円

笠　松　清　樹　様（築館） 2,000円

栗原市立宮野小学校
わかくさ児童会　様（築館）

3,000円

栗原市立若柳小学校
児　童　一　同　様（若柳）

5,459円

栗原市立金成小学校
児　童　一　同　様（金成）

10,496円

◆ 寄　附　金（２月１日から３月31日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

千　種　正　幸　様（築館） 1,456円

大暴れ新舞踊祭実行委員会
実行委員長　及川　吉一　様（一関市）

30,000円

栗原市志波姫地区神楽保存会　様（志波姫） 30,000円

笠　松　清　樹　様（築館） 3,000円

宮城県一迫商業高等学校　様（一迫） 20円

栗原沖地区社会福祉協議会　様
　　　　　　　　　　 （栗駒）

タ オ ル

遠　藤　昌　太　様（志波姫） 紙 オ ム ツ

宮城県情報サービス産業協会　様
　　　　　　　　　　 （仙台市）

パソコン、
プリンター

只　野　吉治郎　様（高清水） タオル、ふきん

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄附、ご寄贈いただきました。

■
本

　所

•
事
務
局
長
　
　
　
　
　
千
田
　
祐
子

•
総
務
課

　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
康
則

　
庶
務
係
長
　
　
　
　
　
冨
田
　
裕
司

　
経
理
係
長
　
　
　
　
　
後
藤
き
く
子

　
主
事
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
絵
里

•
地
域
福
祉
課

　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
美
子

　
生
活
支
援
係
長
　
　
　
菅
原
　
千
恵

　
地
域
支
援
係
長
　
　
　
佐
藤
　
一
繁

　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
細
川

　
律
子

　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
武
彦

　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
智
之

　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋

　
紗
希

•
介
護
保
険
課

　

　
管
理
担
当
課
長

　
　
　
早
坂

　
忠
信

　
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
小
野
寺
ふ
み

　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

　
　
妙

■
支

　所

•
築
館
と
地
域
福
祉
課
兼
務

　
主
事
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
武
彦

•
若
柳
と
金
成
兼
務

　主
事
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
慎
吾

•
栗
駒
と
鶯
沢
兼
務
　

　
主
事
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
光
子

•
高
清
水
と
瀬
峰
兼
務

　主
事
　
　
　
　
　
　
　
大
川
　
道
子

•
一
迫
と
花
山
兼
務

　
主
事
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
陽
香

•
志
波
姫
と
築
館
兼
務(

地
域
福
祉
課

兼
務)

　
主
事
　
　
　
　
　
　
　
細
川
　
律
子

　
※
各
支
所
に
事
務
職
員
を
配
置

■
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

•
管
理
者
兼
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦

　
一
枝

•
保
健
師

　
　
　
　
　
　
小
野

　
稲
子

•
社
会
福
祉
士

　
　
　
　
後
藤

　
春
香

•
社
会
福
祉
士

　
　
　
　
小
野
寺
志
帆

•
相
談
員
兼
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　
奈
美

■
介
護
保
険
事
業
所
等

•
栗
原
市
社
協
訪
問
介
護
事
業
所

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
今
野
　
信
子

•
築
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い

　
管
理
者
　
　
　
　
　
木
川
田
奈
津
江

•
若
柳
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
だ
ま
り
の
家

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
幸
恵

•
高
清
水
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
栄
一

•
一
迫
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
賢

•
瀬
峰
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
　
亮

•
鶯
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
大
輔

•
金
成
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
善
子

•
花
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者

　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
仁
志

•
築
館
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
管
理
者

　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
松
枝

•
一
迫
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
管
理
者

　
　
　
　
　
　
湯
澤

　
義
昭

•
は
げ
ま
し
ホ
ー
ム
と
ふ
き
の
と
う
兼
務

　
管
理
者

　
　
　
　
　
　
菅
原

　
謙
二

平
成
二
十
七
年
度

職
員
人
事
紹
介

■申請受付期間
　平成27年５月11日(月)～６月30日(火)

 ※ただし、栗原市共同募金委員会へは６月

25日(木)まで期限厳守で提出。

■応募方法
　　栗原市共同募金委員会を通じての応

募となります。申請様式に必要事項を

記入し、栗原市共同募金委員会各社協

支所へご提出ください。

 ※本事業は、今回の公募をもって終了とな
　ります。

■助成対象事業　
　　町内会の取り組む安心・安全なまち

づくり事業の支援として、大規模災害

に備えて、防災・防犯に特化した配分。
 ※防災・防犯用資機材(発電機、投光器、

担架、行事用テント等)の整備

■助成額　25万円を限度額とします。

■お問い合わせ先　
　栗原市共同募金委員会（栗原市社協内)

　電話：２３－８０８７

　または、栗原市共同募金委員会各支所

まで

安全生活支援事業
(町内会)募集

≪平成27年度募金による平成28年度助成(配分)≫

宮城県赤い羽根共同募金
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　さわやかな風が心地よい季節、田んぼも緑一面に
なりました。
　栗原市社会福祉協議会も合併１０周年を迎え、広
報社協だよりも６０号を数えます。発行にあたって
は、住民代表２名を含む７名の広報編集委員が「皆
様に読んでいただける広報誌」を目指し、編集して
おります。
　今後発行にあたり、皆様のご意見、ご感想をお寄せ
いただきますようよろしくお願い致します。(細川 )

バーコードリーダーで読み取り。モバイルサイトにアクセス！

➜

モバイル版はこちら！！
http://kurihara-sfk.jp/ホームページアドレス

社協本所・支所電話番号

本所・総務課　☎23-8070（代表)

本所・地域福祉課　☎23-8087（直通)

本所・介護保険課　☎21-2141（直通)

築館支所　☎23-8087
若柳支所　☎32-3083
栗駒支所　☎45-2150

高清水支所　☎58-3637
一迫支所　☎52-4433
瀬峰支所　☎59-2322
鶯沢支所　☎55-2834
金成支所　☎42-1248
志波姫支所　☎22-2713
花山支所　☎56-2028

　障害の有無に関わらず、レクリエーションや音楽を通して交流

し、つながりのある地域づくりの一助となることを目的とした

「～みんなで～ふれあいのつどい」を開催しました。

　平成２６年度は総勢１２１名の方々にご参加いただきました！

赤組・白組対抗の玉入れや、フォークダンスなどを行い、楽しい

時間を過ごすことができました。

◆開催日　平成２７年
　　　　 ３月１８日（水）

◆会　場　瀬峰テアリホール

音楽に合わせてフォークダンス♪

準備体操もしっかりと！
みんなで玉入れ★★

「～みんなで～ふれあいのつどい」を開催しました！

♪

♪

♪

福祉のひろば福祉のひろば
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。
このコーナーでは、福祉教育の
取り組みをお伝えします。 築館高等学校

　築館高校ボランティア部は全校生徒が部員という全国

でただ一つの部活動です。この活動を通して、地域の幼

稚園児や小学生からお年寄りまで、幅広い世代の方々と

交流の輪ができます。さらに地域の方々と関わる機会が

増えることで地元への貢献意識が高まり、栗原が元気

になることへも繋がると思います。また、地域の役に立

ちたいという思いで参加したボランティア活動が、自分

の新たな一面を発見する機会へと繋がることもあります。

私は教員になりたいという夢があったため小学校のサマ

ースクールに参加しました。普段の教えてもらう立場か

ら教える立場へとかわり、教えることの難しさとやりが

いを感じました。そして自分は本当にこの職業に向いて

いるのだろうかと深く考えました。活動を通して「自分

にできることは何か考えるようになった」というように

やって良かったという感想

がたくさんある一方で、自

分はこういう職業には向い

ていないという感想を持つ

生徒もいます。しかし、こ

れもやってみなければ分か

らなかった、やってみたか

らこそ分かった自分の一面

なのです。ボランティアに

参加することで学ぶことは

たくさんあり、必ず自分を

成長させてくれます。

　「ボランティア活動」というと堅苦しいイメージを持つ

方もいるかもしれません。しかしこれを特別な活動と考

えるのではなく、これらの経験を通して身の回りの困っ

ている人に気付き、自然と助けの手をさしのべられるよ

うな人になりたいと思います。

ありがとうございました！！

～ご協力いただいた個人・団体～
● 栗原市民生委員児童委員協議会　様　● 栗原市ボランティア連絡協議会　様
● 東北職業能力開発大学校　様　　　　● 個人ボランティアの皆様
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世のため・人のため・自分のため
ボランティア部　３年　氏家　優香




